
さ
く
ら
て
ん
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ぎ
ん
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ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

め んち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２０３

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

２６Kami
２０２４年５月号

ス
リ
ヤ
チ
ャ
イ　

キ
テ
ィ
ヤ

タ
イ
／
パ
ト
ゥ
ム
タ
ー
ニ
ー
県

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
は
高
知
工

科
大
学
で
博
士
後
期
課
程
に
在

籍
し
、
人
工
知
能
の
研
究
を
し

て
い
る
ス
リ
ヤ
チ
ャ
イ

キ
テ

ィ
ヤ
で
す
。
出
身
は
、
タ
イ
中

部
の
パ
ト
ゥ
ム
タ
ー
ニ
ー
で
、

バ
ン
コ
ク
の
近
く
に
位
置
し
ま

す
。
農
業
や
工
業
が
盛
ん
で
、

大
学
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
文
化

的
な
名
所
が
あ
る
ほ
か
、
数
多

く
の
工
業
団
地
や
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

点
で
あ
る
「
タ
イ
ラ
ン
ド
・
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
蓮
の
花
の
町
」

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
の
生
活
は
、
新
し
い

人
々
と
の
出
会
い
だ
け
で
な
く
、

異
文
化
を
学
び
、
視
野
を
広
げ

る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
日
本
は
教
育
と
研
究
に
力

を
入
れ
て
い
て
、
特
に
、
文
化
、

技
術
の
進
歩
、
教
育
の
機
会
な

ど
は
と
て
も
興
味
深
く
、
私
に

と
っ
て
目
標
の
場
所
に
な
り
ま

し
た
。

　

香
美
市
は
、
山
や
川
、
森
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
自
然
風
景
に

囲
ま
れ
て
い
て
、
平
和
で
、
絵

の
よ
う
に
美
し
い
環
境
で
す
。

住
民
の
方
も
と
て
も
親
切
で
、

い
つ
で
も
私
を
歓
迎
し
、
助
け

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
尾
木
鍾
乳
洞
の
緑

の
景
色
や
仁
淀
川
の
透
き
通
っ

た
水
、
桂
浜
の
風
光
明
媚
な
ビ

ー
チ
、
モ
ネ
の
庭
の
美
し
い

花
々
な
ど
、
高
知
で
過
ご
す
時

間
は
、
思
い
出
深
い
経
験
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
高
知
県
、

香
美
市
に
い
る
こ
と
を
と
て
も

幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
多
く
の
人

に
出
会
い
、
美
し
く
新
し
い
場

所
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

ご応募おまちし

ています。

宇佐八幡宮 (土佐山田町久次)次)

 「八幡さま」は小集落にもあって、氏神さまや地

蔵さまなどのように、田舎の村を想起する時に浮

かぶ風景に登場する。村長や村民が伝えた遺産で

ある。

　久次地区には大きな八幡社があり、豊前の宇佐

八幡宮を分祀したものと考えられる。宇佐八幡社

は、考古学では「大和朝廷が北九州の邪馬台国連

合国を征服した時の慰霊社ではないか」という説

がある。発掘考古学では、それ以降に大和地方に

文化の中心が移り、宝器強奪が行われたとの学説

もある。某国が行う侵攻を思う時、アイヌ系先住

民を北に追いあげ、ももたろう伝説や熊襲征伐な

ど、日本にも似た暴力での征服の歴史を想像させ

る。

　久次の宇佐八幡宮の勧進には、土左日記 (９３４

年) に見える紀貫之の歌友「やきのやすのり」の

一族が無縁ではないと考えられる。新蚊居 (新改) 

地区一帯の豪族で、国衙の要職を世襲し、国府に

館か部屋を持っていたであろう。分祀は、鎌倉初

期、八木康教の数代後であろうか。使者と分祀料

を送ったであろうから、権限者の関与は欠かせな

い。本社では、式年遷宮 (３３年目) が行われるの

で、本来は、白木の掘立式柱の宮。

　八幡神が広く信仰されたのは、１０５６年の前九

年の役、１０８３年の後三年の役で東北地方の反乱

を平定した源頼家と源八幡太郎義家の武勇を、関

東武士団が、鎌倉初期に西遷守護や地頭で西国に

持ち込み、武家の守護神は、鎌倉鶴岡八幡宮でも

知れる。

　鎌倉末期から戦乱の時代に入ると、武家領主が

八幡宮の御加護を願い、砦を築き、領地の確保と

拡大に動いた。以降、江戸期には、農村にも八幡

信仰が広がったようである。

 「八幡さま」は、武勇信仰から村の守護神へと変

化したと考えられる。祭神を応神天皇や神功皇后

とするのは古代神話で、北九州や三韓征伐を行っ

た祭神である。京都府岩清水八幡宮の創建 (８５９

年) に、応神天皇や神功皇后を祭神に加えたようで

ある。

　八幡社は、村や地域の守護神と、裏では被征服

者の存在を思わせる。

（香美市文化財保護審議会　岡村）

掲　

示　

板

(山田高校マンガ部)

◆
猪
野
々
バ
ラ
祭
り

　

香
北
町
猪
野
々
地
区
の
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
「
勇
の
恩

返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
猪

野
々
バ
ラ
園
と
吉
井
勇
記
念
館

を
活
用
し
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を

春
と
秋
の
２
回
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
は
入
場
無
料
で
、
手
作

り
グ
ッ
ズ
や
飲
食
な
ど
の
販
売

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

２７ Kami
２０２４年５月号

【
日
時
】

春
＝
５
月
19
日(

日) 

10
時
～
16
時

秋
＝
11
月
10
日(

日) 

10
時
～
16
時

【
場
所
】

・
猪
野
々
バ
ラ
園

（
香
北
町
猪
野
々
６
１
２
）

・
吉
井
勇
記
念
館
・
渓
鬼
荘

（
香
北
町
猪
野
々
５
１
４
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

勇
の
恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
近
森
）

☎
090
・
９
８
６
５
・
１
７
７
３

広　

告

第 １６９１６９回　かみかみクイズ　第１６９回 かみかみクイズ
全問正解者の中から抽選で、
３名様に贈呈！
全問正解者の中から抽選で、
３名様に贈呈！

ハガキまたはEメールで ①クイズの解答②住所

③氏名④日中に連絡がとれる電話番号⑤誌面の

感想を記入のうえ、応募してください。

■応募締切 ５月３１日（金）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要)

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

応
募
方
法　

第１６７回当選者　松尾直美さん・井上幸さん・
　　　　　　　　  弘末節子さん（応募総数５０通）

第１６８回の解答 A．メルヘン　B．２０３

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

Ａ．３月２７日～４月２日に、姉妹都市である
　　●●●市の訪問団の方々が、姉妹都市提携
　　５５周年を記念して、香美市を訪れました。

Ｂ． ｢第２回香美市ものづくり大賞｣ では、全●
　　点の応募の中から受賞品を決定し、３月１
　　６日に、かみーるで表彰式を行いました。

E

問題A、Bの●●にあてはまる
答えを書いて応募しよう ♪
正解は、今月号の誌面のどこ
かにあります。

※ 応募は１人１通まで

※ 当選者は誌面で発表させて

　 いただきます。

さんれい さんちゃん

Ｃ やなせたかし

タテ 33cm
ヨコ 83cm
タ
ヨコ 83cm

ラーゴ市×香美市ラーゴ市×香美市
姉妹都市提携５５周年姉妹都市提携５５周年
記念タオル記念タオル

ラーゴ市×香美市
姉妹都市提携５５周年
記念タオル

２００

むらおさ

とりで

くまそ

こくが
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